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成果の概要／東長靖 

 

研究科題名：「非アラブにおける穏健イスラームの研究－インドネシア・パキスタン・トル

コの事例から」 

 

研究内容 

本研究は、イスラーム研究で主たる対象となっているイスラーム法中心・アラブ世界中心の

イスラーム理解に対して、アンチテーゼを示そうとするものである。そのために、スーフィ

ズム（イスラーム神秘主義）や聖者信仰に基礎を置く、別のタイプのイスラーム理解を、ト

ルコ、インドネシア、パキスタンにおける「穏健イスラーム」から見出そうとしている。 

具体的には、トルコの「トルコ・イスラーム綜合論」、インドネシアの「インドネシア型イ

スラーム」、パキスタンの「寛容のイスラーム」をいう概念を取り上げ、次年度以降の科学

研究費基盤（Ａ）（採択済み）のパイロット研究を 1 年間行った。 

 

研究成果 

申請時の計画では、1 年間のパイロット研究の成果を、一般聴衆向けに分かりやすく語る講

演会を予定していたが、本研究実施期間中に科研費の採択が決まり、本格的な 5 年間にわ

たる研究を開始するめどがたったことから、むしろその出発点となるプレ研究会を開催す

ることとした。具体的な内容は以下のとおりである。 

研究会タイトル：「非アラブにおける穏健イスラームの研究－インドネシア・パキスタン・

トルコの事例から」プレ研究会 

日時：2022 年 3 月 22 日（オンライン開催） 

発表： 

東長靖「趣旨説明」 

山根聡（大阪大学）「パキスタンの政治家の資質とスーフィズム」 

新井和広（慶応義塾大学）「インドネシア固有のイスラームとスーフィズム：イスラム・ヌ

サンタラとの関係から」 

ダニシマズ・イディリス（京都大学）「国家とスーフィズムの和解か摩擦か：トルコイスラ

ーム総合論の軌跡と展望」 

本プレ研究会には、発表者だけでなく、新科研メンバー全員（9 名）が参加して、本格的な

研究開始に向けての議論を行った。 

 

今後の見通し 

上述したとおり、2022 年度から 5 年間、科研 A で研究を遂行できることになったため、上

述の研究内容に従って、研究を進めていきたい。手法としては、文献（書籍・パンフレット

類など）解析と、現地におけるインタビューの両方を用いることとしている。 


